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本部支部活動報告／奈良会議
　

観
光
庁
が
6
月
2
日
、国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）と
の
共
催
に
よ
り
奈
良
で
開

い
た「
観
光
と
技
術
に
関
す
る
国
際
会
議
」で
、

J
A
T
A
の
田
川
博
己
会
長
と
越
智
良
典
事
務

局
長
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、日
本
が
昨
年
9
月
の

U
N
W
T
O
年
次
総
会
で
U
N
W
T
O
理
事
国

と
な
って
か
ら
初
め
て
日
本
で
開
か
れ
た
本
格
的

な
国
際
会
議
で
、海
外
25
カ
国
を
含
む
、国
内
外

よ
り
4
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。6
月
3
日
に

開
催
さ
れ
た「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
合
同
会
議
」

と
合
わ
せ
て
、2
日
間
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
交
通
技
術
や
観
光
関
連
の
I
T
技
術

な
ど
の
最
先
端
技
術
を
国
内
外
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、同
分
野
に
お
け
る
異
業
種
間
の
取
り
組

み
事
例
な
ど
を
紹
介
し
、技
術
革
新
が
観
光
を
ど

の
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
か
が
議
論
さ
れ
た「
観

光
と
技
術
に
関
す
る
国
際
会
議
」で
は
、田
川
会

長
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパン
や
海
外
で
の

各
種
国
際
会
議
な
ど
U
N
W
T
O
と
様
々
な
形

で
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
ほ
か
、人
的
交
流
の
拡
大
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
旅

行
と
の
関
わ
り
な
ど
につい
て
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、3
つ
の
テ
ー
マ
で
開
か
れ
た
セッ
ション
の

う
ち
、「
観
光
地
に
お
け
る
新
た
な
技
術
利
用
の

可
能
性
と
課
題
」 

を
テ
ーマ
に
掲
げ
た
セッション

2
に
は
、越
智
事
務
局
長
が
登
壇
。「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
エ
ー
ジェン
ト
〜
日
本
の
旅
行
会
社
が
目
指
す

も
の
」と
題
し
て
講
演
し
た
越
智
事
務
局
長
は
、

ネ
ッ
ト
販
売
と
店
舗
販
売
を
両
立
さ
せ
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
事
例
や
、スマ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
活
用
し

た
顧
客
への「
スマ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
提
案
な
ど
、

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」を
目
指
し
つつ
、そ
の一部
を

実
現
し
て
い
る
日
本
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

3
日
に
開
催
さ
れ
た「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

合
同
会
議
」で
は
、東
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
の
各

国
代
表
、U
N
W
T
O
の
賛
助
会
員
が
参
加
し

て
、様
々
な
テ
ー
マ
で
発
表
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
T
A
は
こ
の
会
議
で
、「
交
流
大
国
」を
掲
げ

て
展
開
し
て
い
る
J
A
T
A
の
活
動
を
国
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
、U
N
W
T
O
は
じ
め

国
内
外
の
観
光
関
係
者
ら
と
交
流
を
深
め
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

JATAと UNWTOの連携などを紹介した田川会長

ネット販売と店舗販売の両立に言及した越智事務局長

　

ま
た
、田
川
会
長
は
5
月
19
日
、中
国・北
京
の

人
民
大
会
堂
で
開
か
れ
た
中
国
政
府
と
国
連
世

界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）の
共
催
に
よ
る
第
1

回
世
界
観
光
開
発
会
議
で
講
演
し
、「
交
流
の
力
」

で
相
互
理
解
を
促
進
し
、「
旅
の
力
」で
世
界
平
和

に
貢
献
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、昨
年
9
月
に
ニュー
ヨ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
た
国
連
サ
ミッ
ト
で
、2
0
0
1
年
に
策

定
さ
れ
た
ミ
レニア
ム
開
発
目
標（
M
D
G
s
）に

代
わ
る「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
2
0
3
0

ア
ジ
ェン
ダ
」を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

1
0
0
カ
国
以
上
か
ら
約
1
0
0
0
人
が
参

加
。開
会
式
で
登
壇
し
た
中
国
の
李
克
強
首
相

は
、中
国
が
観
光
戦
略
を
強
化
し
て「
観
光
最
強

国
」を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
同
時

に
、中
国
人
の
海
外
旅
行
者
が
増
加
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、今
後
、各
国
で
中
国
人
旅
行
者
に
よ
る

消
費
効
果
が
高
ま
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、「
観
光
と
貧
困
撲
滅
」と「
観
光
と

平
和
」と
い
う
2
つの
テ
ー
マ
で
セッ
ション
が
開
催

さ
れ
、田
川
会
長
は「
観
光
と
平
和
」の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
登
壇
。「
旅
の
力
」が
5
つ
の
要
素
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、現
在
の
世
界
で
は
、特
に「
交
流
の

力
」が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、J
A
T
A
が
昨

年
、日
本
か
ら
中
国
へ
3
0
0
0
人
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
へ
1
0
0
0
人
の
大
交
流
団
を
送
り
、二
国
間

交
流
の
進
展
に
寄
与
す
る
な
ど
、民
間
交
流
が
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
田
川
会
長
は
、さ
ら
に
、今
年
4
月
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
への
各
国
か
ら
の
お
見
舞
い
に
謝
意

を
示
し
、被
害
が
限
定
的
で
、九
州
北
部
や
南
部

地
区
への
継
続
的
な
旅
行
者
の
訪
問
への
期
待
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、会
議
で
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
2
0
3
0
ア
ジェン
ダ
」で
、開
発
目
標
と
し
て

各
国
が
2
0
3
0
年
ま
で
に
観
光
業
の
促
進
に

向
け
た
政
策
を
立
案
し
、実
施
す
る
こ
と
な
ど
が

明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
の
各
国

で
の
取
り
組
み
の
方
向
性
な
ど
に
つい
て
記
し
た

「
北
京
宣
言
」も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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岡
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光
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J
A
T
A
は
5
月
30
日
、静
岡
市
の
静
岡

県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、第
3
回

J
A
T
A
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。商
談
会
に
は
、静
岡
県
内
の
自
治
体
や
観

光
協
会
、観
光
事
業
者
、J
A
T
A
会
員
な
ど
約

1
3
0
人
が
参
加
し
、講
演
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
耳
を
傾
け
た
り
、個
別
商
談
会
で
熱
心

に
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ー
ク
を
行
う
な
ど
、積
極
的
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
第
1
部
で
は
、日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）の
山
崎
道
徳
理
事
が「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
を
目
指
し
て
」と
題
し
て
、⑴

人
口
減
少・少
子
高
齢
化
、⑵
世
界
の
観
光
動
向

と
観
光
立
国
の
意
義
、⑶
明
日
の
日
本
を
支
え
る

観
光
ビ
ジ
ョン
構
想
会
議
、⑷
平
成
28
年
度
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン
方
針
、な
ど
に
言
及
。第
2
部
で
は
、

静
岡
県
東
部
地
域
コンベン
ション
ビュー
ロ
ー
、美

し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
、大
井
川
で
逢
い
ま
し
ょ

う
実
行
委
員
会
、浜
松
観
光
コンベン
ション
ビュー

ロ
ー
の
代
表
ら
が
、静
岡
県
内
各
エ
リ
ア
に
つい
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
を
実
施
し
、J
A
T
A
会
員

各
社
の
社
員
が
様
々
な
角
度
か
ら
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
第
3
部
の
個
別
商
談
会
に
は
、J
A
T
A
会
員

の
旅
行
会
社
12
社
37
人
と
自
治
体・観
光
事
業

者
41
団
体
51
人
が
参
加
し
、35
テ
ー
ブ
ル
11
枠
で

合
計
3
8
5
の
セッション
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
談
会
に
参
加
し
た
J
A
T
A
会
員
か
ら
は
、

「
地
域
ご
と
の
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
数
多
く
収

集
で
き
た
」「
旅
行
素
材
と
訪
日
外
国
人
受
入
状

況
の
確
認
が
で
き
た
」「
ど
こ
の
国
に
力
を
入
れ

て
い
る
か
、セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
が
何
か
な
ど
が
分

か
り
、役
に
立
った
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、自
治
体・観
光
事
業
者
は
、「
旅
行
会
社

の
1
社
当
た
り
の
人
数
も
多
く
良
かった
」「
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
ション
は
、各
地
域
の
取
り
組
み
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
、参
考
に
なった
」と
評
価
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、自
治
体・観
光
事
業
者
に「
地
域
に
お

け
る
訪
日
外
国
人
拡
大
に
向
け
て
有
効
と
思
わ

れ
る
施
策
」に
つい
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
海
外
の
旅

行
会
社
を
招
聘
し
て
の
新
商
品
造
成
の
た
め
の

現
地
視
察
団
の
受
け
入
れ
」が
24
％
で
最
も
多
く
、

「
国
内
の
旅
行
会
社
と
地
域
観
光
施
設
と
の
商

談
会
」（
21
％
）、「
海
外
の
旅
行
博
等
への
出
展・

商
談
会
参
加
」（
16
％
）な
ど
が
続
き
ま
し
た
。

個別商談会では合計 385のセッションが行われました

　
J
A
T
A
は
6
月
3
日
、東
京・丸
の
内
の
丸
ビ

ル
で「
食
と
ア
ー
ト
と
元
気
な
フ
ラ
ンス
フェス
タ
〜

フ
ラ
ン
ス
を
見
て
、体
験
し
て
、味
わ
う
1
日
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、『
V
I
S
I
T 

F
R
A
N
C
E
〜
フ

ラ
ン
スへ
行
こ
う
〜
』キ
ャ
ンペ
ー
ン
の一環
と
し
て

実
施
さ
れ
た
イ
ベン
ト
で
、昨
年
11
月
に
パ
リ
で
発

生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、日
本
人
旅
行

者
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
フ
ラ
ン
スへの
観
光
需

要
の
早
期
回
復
を
目
指
す
と
と
も
に
、旅
行
相
談

や
旅
行
商
品
の
提
案
な
ど
、新
規
顧
客
開
拓
へつ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

丸
ビ
ル
1
階
のマル
キュー
ブ
で
パ
テ
ィ
シ
エの
鎧

塚
俊
彦
氏
と
料
理
評
論
家
の
山
本
益
博
氏
に
よ

る
ト
ー
ク
ショー
や
、テ
レ
ビ
番
組「
情
熱
大
陸
」で

も
紹
介
さ
れ
た
花
絵
師・藤
川
靖
彦
氏
の
イ
ンフ
ィ

オ
ラ
ー
タ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、世
界
で
唯
一の「
ロ
ー

ラ
ー
ア
ー
ト
」を
産
み
出
し
た
、さ
と
う
た
け
し
氏

の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
、旅
行
会
社
に

よ
る「
フ
ラ
ンス
旅
行
相
談
会
」も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、丸
ビ
ル
ホ
ー
ル
＆
コンファレ
ンス
ス
ク
エ

ア
で
フ
ラ
ン
ス
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
さ
れ
、第

1
部
で
は
、2
0
1
3
年
フ
ラ
ン
ス
観
光
親
善
大

使
も
務
め
た
パ
テ
ィ
シエの
鎧
塚
氏
が
、世
界
的
に

人
気
の
高
いフ
ラ
ンス
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、フ
ラ

ン
ス
の
食
文
化
の
魅
力
に
つい
て
、自
身
の
活
動
を

交
え
な
が
ら
紹
介
。第
2
部
で
は
、2
0
1
4
年

フ
ラ
ン
ス
農
業
功
労
賞
を
受
賞
し
た
料
理
評
論

家
の
山
本
氏
が
、1
9
7
3
年
に
初
め
て
フ
ラ
ン

ス
を
訪
問
し
て
か
ら
2
0
0
回
以
上
も
訪
仏
し

た
と
い
う
自
身
の
40
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、フ

ラ
ン
ス
料
理
の
未
来
を
展
望
す
る
講
演
を
行
う

な
ど
、食
を
テ
ー
マ
に
し
た
濃
密
な
フ
ラ
ン
ス
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

料理評論家の山本氏（中央）とパティシエの鎧塚氏（右）によるトークショー
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相
互
交
流
6
0
0
万
人
へ
拡
大
検
討
会
議
を
設
置

台
湾
・
宜
蘭
県
で
第
9
回
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　

第
9
回
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
が
5
月
19
日
か

ら
22
日
ま
で
の
4
日
間
に
わ
た
り
、台
湾
の
宜
蘭

県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

J
A
T
A
と
日
本
観
光
振
興
協
会（
日
観

振
）、台
湾
観
光
協
会
の
三
者
が
主
催
す
る
同
サ

ミッ
ト
の
今
年
の
テ
ーマ
は「
日
台
相
互
交
流
の
現

況
の
確
認
と
日
台
双
方
の
観
光
魅
力
の
再
発
見
」

で
、日
本
か
ら
は
J
A
T
A
の
丸
尾
和
明
副
会

長
、日
観
振
の
山
口
範
雄
会
長
、香
川
県
の
浜
田

恵
造
知
事
、愛
媛
県
の
中
村
時
広
知
事
、旅
行
会

社
関
係
者
36
人
な
ど
1
1
6
人
、台
湾
側
か
ら

は
1
3
9
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

20
日
の
サ
ミッ
ト
会
合
で
は
、J
N
T
O
の
小

堀
守
理
事
と
台
湾
交
通
部
観
光
局
東
京
事
務

所
の
江
明
清
所
長
が
日
台
双
方
の
観
光
の
現
状

に
関
す
る
報
告
を
行
い
、意
見
交
換
会
で
は
、エ
イ

チ・ア
イ・エス
の
平
林
朗
社
長
が
台
湾
の
潜
在
需

要
に
つい
て
、J
T
B
グ
ロ
ー
バ
ルマ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

＆
ト
ラ
ベル
の
座
間
久
徳
社
長
が
日
本
の
潜
在
需

要
に
つい
て
、東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
の
坂
巻
伸
昭

社
長
が
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
につい
て
発
言
。

　

議
長
総
括
で
は
、日
台
双
方
が
相
互
交
流

6
0
0
万
人
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、新
た

に「
双
方
向
交
流
拡
大
検
討
会
議
」を
設
け
て
、

2
0
2
0
年
の
日
台
間
に
お
け
る
双
方
向
交
流

の
ビ
ジ
ョン
策
定
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、鉄
道
な
ど
共
通
の
観
光
資
源
を
活
用

し
た
交
流
を
さ
ら
に
促
進
す
る
と
同
時
に
、日
台

の
食
の
魅
力
に
関
す
る
発
信
を
強
化
す
る
こ
と

に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
回
目
と
な
る
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
は
、

2
0
1
7
年
に
四
国
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

6
月
1
日　
海
外
旅
行
地
域
セ
ミ
ナ
ー（
函
館
）

6
月
2
日　

国
際

航
空
運
賃
セ
ミ
ナ
ー

（
基
礎
）

6
月
22
日　

海
外

旅
行
地
域
セ
ミ
ナ
ー

（
釧
路
）

6
月
23
日  

海
外

旅
行
地
域
セ
ミ
ナ
ー

（
帯
広
）

6
月
25
日　
環
境
保
全
活
動（
外
来
植
物
駆
除
）

を
ウ
ト
ナ
イ
湖
で
実
施

6
月
16
日　
第
2
回
幹
事
会

7
月
7
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド
委
員
会

6
月
7
日　
海
外
旅
行
委
員
会

6
月
15
日　
L
A
D
Y 

J
A
T
A
委
員
会

6
月
17
日　
幹
事
会

6
月
24
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド
委
員
会

6
月
27
日　
国
内
旅
行
委
員
会

6
月
7
日　
中
部
国
際
空
港
C
I
Q
研
修

6
月
9
日　
O
F
C・J
A
T
A
共
催
に
よ
る
国

際
航
空
運
賃
セ
ミ
ナ
ー

6
月
13
日　
支
部
幹
事
会

6
月
25
日
〜
29
日　
ベ
ト
ナ
ム
航
空
に
よ
る
ベ
ト

ナ
ム
研
修

6
月
3
日　
関
空
旅
博
2
0
1
6
プ
レ
イ
ベン
ト

「
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」を
開
催
。政
府

観
光
局
23
団
体
が
出
展
し
、会
員
各
社
1
8
1

人
が
参
加

6
月
4
日
〜
5
日　
「
関
空
旅
博
2
0
1
6
」開

催
。ブ
ー
ス
出
展
し
、セ
ミ
ナ
ー・学
生
連
携
ツ
ア
ー

企
画
コン
テ
ス
ト
を
実
施

6
月
23
日　
消
費
者
相
談
委
員
会

 

6
月
2
日　

広
島
空
港
C
I
Q
研
修（
46
人
参

加
）

6
月
3
日　

第
1
回
幹
事
会・香
川
地
区
意
見

交
換
会（
高
松
）

6
月
8
日　

中
国
国
際
航
空（
C
A
）大
連・旅

順
研
修
旅
行（
11
人
参
加
）

6
月
5
日　
寺
子
屋
J
A
T
A
①

6
月
7
日　
第
1
回
幹
事
会

6
月
10
日　
C
I
Q
研
修

6
月
11
日　
寺
子
屋
J
A
T
A
②

6
月
15
日　
海
外
旅
行
委
員
会

6
月
16
日　
国
際
航
空
運
賃
セ
ミ
ナ
ー

6
月
17
日　
総
務
委
員
会

6
月
22
日　
消
費
者
相
談
委
員
会

6
月
23
日　
実
務
委
員
会

6
月
27
日　
国
内
旅
行
委
員
会

6
月
2
日　
総
務
委
員
会

6
月
22
日　
教
育
旅
行
委
員
会

6
月
24
日　
幹
事
会

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

日台観光サミットで勢ぞろいした関係者ら

ウトナイ湖での環境保全活動

「関空旅博 2016」のブース風景


